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市
役
所
の
所
在
地
は
栗
東
市
安
養
寺
、
博
物
館

は
栗
東
市
小
野
。
安
養
寺
や
小
野
は
＂大
字
＂
と

い
う
単
位
で
、
市
内
の
大
字
は
概
ね
江
戸
時
代
の

村
の
範
囲
と
重
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
江
戸
時
代

か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、
村
、
つ
ま
り
現
在
の

大
字
の
境
界
が
動
い
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　
境
界
が
動
い
た
の
は
、
大
字
目
川
と
岡
の
間
で

す
。
江
戸
時
代
の
目
川
村
、
岡
村
は
村
の
な
か
を

通
過
す
る
東
海
道
に
沿
っ
て
家
が
立
ち
並
ぶ
村
で

し
た
。
江
戸
幕
府
が
作
成
し
、
東
海
道
と
沿
道
の

様
子
を
詳
細
に
描
い
た
『
東と
う
か
い
ど
う

海
道
分ぶ
ん
け
ん
の
べ

間
延
絵え

ず図
』

で
、
目
川
村
と
岡
村
の
境
界
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
写
真
①
）
東
海
道
の
な
か
に
＂〇
岡
村
＂と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
が
村
境
で
、
そ
れ
ぞ
れ
南
北

に
小
道
が
あ
り
、
こ
の
小
道
が
目
川
村
と
岡
村
を

隔
て
て
い
ま
し
た
。
画
面
に
向
か
っ
て
右
側
が
目

川
村
、
左
側
が
岡
村
で
す
が
、
小
道
に
接
し
て
岡

村
側
に
＂目
川
立た
て
場ば 

＂の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
東
海
道
の
休
憩
所
　
目
川
立
場
と
い
う
場

所
で
、
ち
ょ
う
ど
村
境
に
あ
っ
た
た
め
か
、
岡
村

の
う
ち
に
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
こ
の
名
称
が
付
さ
れ

て
い
ま
す
。
書
き
間
違
い
な
の
で
は
と
い
う
疑
念
も

生
じ
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
岡
村
の
住
人
が
田
楽
豆
腐

を
供
す
る
茶
屋
、
元
伊
勢
屋
を
営
ん
で
い
る
記
録
が

あ
り
、
間
違
い
な
く
岡
村
の
範
囲
と
し
て
管
理
さ
れ

て
い
ま
す
。
元
伊
勢
屋
は
幕
末
に
な
る
と
茶
屋
の
一

部
を
目
川
村
の
住
人
に
売
却
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き

売
却
さ
れ
た
部
分
と
い
う
の
が
、
ち
ょ
う
ど
目
川
村

と
岡
村
の
境
界
に
接
す
る
部
分
で
し
た
。

　
幕
末
か
ら
明
治
へ
時
代
が
変
わ
る
と
、
＂地
租
改

正
＂と
い
う
税
制
改
革
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
と
き

一
筆
ご
と
の
土
地
の
所
有
者
を
明
確
に
す
る
こ
と
と
、

村
の
境
界
を
明
確
に
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。
目
川
村
の
住
人
が
岡
村
の
元
伊
勢
屋
か
ら

購
入
し
た
土
地
は
、
村
境
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
か

旧東
海道

写真① 『東海道分間延絵図』（部分）写真① 『東海道分間延絵図』（部分）
（原本 東京国立博物館／複製 栗東歴史民俗博物館蔵）（原本 東京国立博物館／複製 栗東歴史民俗博物館蔵）
画面中央が東海道。“〇岡村”の文字を境に右側が目川村、左側が岡村。画面中央が東海道。“〇岡村”の文字を境に右側が目川村、左側が岡村。

ら
、
目
川
村
の
領
域
へ
と
組
み
込
ま
れ
、
江
戸
時
代

以
来
の
村
境
は
こ
の
と
き
岡
村
側
に
動
き
、
現
在
ま

で
続
く
村
境
（
大
字
境
）
が
成
立
し
た
の
で
す
。

　
目
川
村
の
村
境
に
関
し
て
は
も
う
ひ
と
つ
不
思
議

な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
、
目
川
村
は
東
目

川
村
、
西
目
川
村
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
こ
の
東
西
の
目
川
村
の
境
界
が
ど
こ
に
あ
る
か
を

示
し
た
史
料
は
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
地

元
で
も
知
る
人
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
謎
は
、
小
地

域
展
「
目
川
の
歴
史
と
文
化
」
の
な
か
で
お
話
し
す

る
と
し
ま
し
ょ
う
。

小
地
域
展
「
目
川
の
歴
史
と
文
化
」
の
詳
細
は
お
知

ら
せ
版
Ｐ
８
を
参
照

目
川
の
歴
史
と
文
化
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　-

目
川
村
と
岡
村
、

　
　
　
　
　揺
れ
動
く
村
の
境
界-

現在の旧東海道付近の大字目川と大字岡の境界周辺。現在の旧東海道付近の大字目川と大字岡の境界周辺。
★は『東海道分間延絵図』に描かれる“〇岡村”のあたり。灰色網掛★は『東海道分間延絵図』に描かれる“〇岡村”のあたり。灰色網掛
けが旧東海道。けが旧東海道。
ピンク色破線が江戸時代の村境。黒色破線が明治時代に改められたピンク色破線が江戸時代の村境。黒色破線が明治時代に改められた
字境部分。ピンク色網掛け全体が田楽茶屋元伊勢屋があった場所。字境部分。ピンク色網掛け全体が田楽茶屋元伊勢屋があった場所。
そのうち濃い網掛け部分が幕末に岡村の住人に売却されたと考えらそのうち濃い網掛け部分が幕末に岡村の住人に売却されたと考えら
れる部分。この部分が地租改正とそれに伴う手続きのなかで大字目れる部分。この部分が地租改正とそれに伴う手続きのなかで大字目
川へ組み込まれた。川へ組み込まれた。
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